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この原稿を書いているのはちょうど新しい元号「令和」が発表され、改元まであと 2 週間という時

期。年度はじめの忙しさもあり、そんな時代の移り変わりを（思えばずいぶん長くこの仕事をして

きたなあ）と感傷的な気持ちで迎えています。 

私が入職したのは平成初期の頃、泰山木の会が運営する小さな地域作業所でした。中野島の梨畑に

囲まれたのどかな環境で、みんなで作業をしていると窓の外からは鶯の声が聞こえたり、白鷺が止

まっているのが見えたり。その反面建物はひどかった。建物全体が傾いているせいか１階の窓は天

気のいい日には半分だけ開く（天気が悪いと動きもしない）、仕事をしていたら後ろで大きな音が

して振り返ると床が抜けていた、見学者の横をネズミが走り回って大騒ぎ・・・なんて今では冗談

みたいなことがたくさんありました。当時地域作業所は法律に位置づけられない無認可施設といわ

れ、行政からの補助金年間数百万円で運営されていました。また今以上に物件確保が難しく、この

建物も家族会の皆さんがやっとの思いで見つけたものでした。地域の社会資源は、地域作業所がも

う 1 カ所、病院デイケア、保健福祉センターデイケアがあるくらいで、グループホームもない、ホ

ームヘルプサービスも使えない、手帳もない。今思い返すとほんとに何もない時代でした。その分

地域作業所に求められる役割は大きく、アパート探し、買い物同行、月数回の夕食提供、もちろん

作業もして･･･と何とかニーズに応えようと必死に走り回る毎日でした。 

平成 7 年に SKY が誕生し、地域の横のつながりがすこしずつ出来、足りないものは自分たちで作っ

ていこうと動き始めたのもこの時期からです。 

国の施策は平成 5 年障害者基本法の成立で、始めて精神障がい者に対する福祉が法的に明示され、

平成 7 年には精神保健福祉法への改正があり、平成 18 年障害者自立支援法成立、平成 25 年総合福

祉法へ改正。また平成 17 年には「精神分裂病」が「統合失調症」に呼称変更されました。障害者基

本法や虐待防止法の成立改正など法的に人権を守る改革も進みつつあります。 

あれから約四半世紀。小さな地域作業所は法律に位置づけられ「地域活動支援センター」となり、

3 回の引っ越しを経て広くてきれいな空間と変わりました。運営主体も家族会から SKY へと引き継

がれ、地域の社会資源は種類も数も比べものにならないくらい増えました。 

時代の流れの早さに息切れすることも多く、ここ数年は大きくなった SKY の事業運営の維持に追わ

れる毎日。それでも今も昔も変わらないのは、人と人とのつながりを大事に、利用者のニーズに寄

り添い必死に走り回るこの仕事と、皆との「おはよう」の挨拶で始まる日常が好きだという気持ち

です。 

そして「平成」が終わり「令和」へと引き継がれます。また新しいスタートです。皆様これからも

どうぞよろしくお願い致します。 



第 10回ピア活動地域交流会報告 

第 2 回 SKY ピネル賞 

ガイド：堀部さん 

スウェーデンから来たローズマリーさんを川崎市北部

の社会資源を廻るツアーにガイドとして同行しました。

ゆりあすメンバーの保坂さんとグループホームすみれ

の石井さんと一緒に。感想は無事に終わってホッとした

ことです。新宿駅でローズマリーさんが飲み物をおごり

たいといったとき、このツアーが成功したと思いまし

た。 

 

ゆりあすは、「ふれあう訪問ミニバスツアー」について発表しました。3名のメン

バー（実行委員）が参加。それぞれの原稿をもって打ち合わせを重ね、“地域には

こんなところがあるよと伝えたい”共通の思いを 15 分間に最大限込めました。

当日はトップバッターで緊張の中、実行委員としてのエピソードには笑いもあり、

楽しいひとときとなりました。結果は見事銀賞！今後の活動に弾みがつきました。 

 

百合丘地域生活支援センターゆりあす 
 

3月 1日に「ワンダフル・ピアスタイル～あなたの暮らしはどうですか？～」と題し、川崎市産業振興会

館にて第 10回ピア活動地域交流会を行いました。今回は海外の当事者や支援者と交流がしたいという想

いで企画し、スウェーデンから POの活動にかかわっているマッツさん、ローズマリーさん、カミーラさ

んをお招きしました。当日は、日本のピアの体験発表とローズマリーさんから POの活動についての話が

ありました。国や言葉は異なりますが、相手と対話を重ねることの大切さは他の国でも共通だということ

を今回の交流会で改めて実感しました。 

ＰＯ（パーソナルオ 

ンブズマン）は、精 

神障害のある方の 

自己選択と地域生活 

を支える仕組みで、対話を何よりも大切に

し、本人の視点から世界を見て一緒に解決の

道を見つけていく手法です。日本でＰＯを広

げて欲しいということで、スウェーデンの 3

人が講師となりＰＯ研修会（支配と強制のな

い世界へ）を開催されたので参加しました。

当事者含め多数の方が研修会に参加し興味

を示していました。ＰＯでは、当事者の方も

活動しているということを伺い、当事者のリ

カバリーを進める上で、ピアの活躍の場の一

つとして考えていければと思いました。 

3月 2日(土)に多摩区・ 

麻生区にあるグループ 

ホームや医療機関を見学 

する SKY 見学ツアーを 

行いました。当日ガイド 

をしてくれたメンバーにどんなツアーだったのかイン

タビューしてみました！ 

 

マッツさん達に日本・スウ

ェーデン外交関係樹立 150

周年の切手と折り紙の作品

をプレゼントしました。 

 

PO 研修 in TOKYO SKY 見学ツアー 

 





 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回ＳＫＹピネル賞で、まさかの銀賞をいただきました‼ 

「寄り添う支援で見えること～私の人生、私らしく～」をテーマに、ひまわり利用者の 3 名の方々のまちでの暮らしについ

て、紹介させていただきました。当日は、利用者の岡本健さんと一緒に発表を行い、また、岡本さんの通う通所先の施設

長さんが会場にかけつけてくださるなど、うれしいサプライズもあり、それぞれに思いをこめた発表をすることができまし

た。 

審査員の方々からも、ピネル賞のテーマに沿った発表になっていて、具体的な目標をうまく引き出せている、とのコメ

ントをいただくことができ、これからも利用者の方々の趣味や生きがい、強みを生かした支援ができるよう 

柔軟な関わりを心がけていきたいと、職員一同思いをあらたにしています。 

 

 

研修委員会より 

 

今年も昨年に引き続き、3月 7日に第２回 SKY ピネル賞が北部リハビリテーションセンターにて開催されました。今回の

エントリーは 5事業所。それぞれの事業所が日ごろの活動を 15分という短い時間にまとめ発表します。昨年に比べ、多く

の利用者さんが積極的に発表に参加する姿が印象的で、緊張あり、笑顔あり、活 

気あふれるものとなりました。審査員には法人の活動にご協力いただいている池原 

弁護士、田園調布学園大学の和先生、川崎市障害福祉施設第三者委員の小 

山氏をお迎えし、また初の試みとして来場者にも１人１点の投票権が与えられ、全 

員参加のピネル賞となりました。参加された方からは「当事者の方の活躍の機会に 

なる素晴らしい企画」という声や、「皆の発表を聞いて勇気をもらえた」「事業所のこ 

とを知れる貴重な時間となった」などたくさんの感想をいただきました。 

今年度も第 3回を行う予定です。ぜひ皆さん応援方々、お越しください！ 

 

 

 

発表したすみれの山下さんと松田さん 

SKYピネル賞とは？ 「だれもが自分らしく豊かに暮らせるまちづくりを目指して」という法人理念を再認識し、職員

の仕事の質の向上や、より良い支援を展開することを目的に始まりました 

～結果発表～ 

金賞     はっぴわーく 「THE 内職～コツコツと 続けていくと その先に～」 

銀賞（同点） ゆりあす   「ふれあう訪問ミニバスツアー」 

       ひまわり   「寄り添う支援で見えること～私の人生、私らしく～」 

参加賞    ふらっと   「私の望む暮らし～すみれ、好き、嫌い、好き～」 

紙ひこうき  「苦情と向き合う中で見えてきたもの」 

 

 



 

 

 

 

 

 

成型は一度に大量にできると思っ

ていたが少しずつできていくので

驚いた。 

これからも一つ一つの部品を大切

にして不良を出さないように頑張

りたい！ 

就労継続支援  

B 型事業所 

 

はっぴわーく 

多摩区登戸 2959 

044-299-6367 

工場見学に行ってきました！！ 

今年のピネル賞は「THE 内職～コツコツと つづけていくと その先

に～」というテーマで発表し、なんと２年連続で金賞をいただくことが

できました！発表をするにあたり、取引させていただいている企業の方

からぜひお話を聞きたいという意見が出たため、２月 21 日に渡辺化成

工業株式会社を内職担当の佐野とメンバーの津田さんと一緒に見学に行

ってきました。 

当日は品質管理課の山崎さんに日々の作業の疑問や製品のその後につ

いてなど直接伺う機会をいただきました。 

プラスチックの香りのする工場内には、背の高さほどの機械が左右に 27

台。この機械はなんと数トンの力を加えプラスチックの成型をしていま

す。日中だけでなく夜間も機械を動かし成型しています。 

成型されたプラスチックは乾燥すると固くなるので蒸気で柔らかくし

ていました。この日はとても寒い日でしたがこの作業場は機械の熱気でと

ても暖かく、夏にはどれほど暑くなるのか想像するのが怖いです。 

品質では国際規格を取得されていて、様々な製品を成型しているので製

品が混入しないよう徹底した管理や時間ごとに製造された製品を顕微鏡

で検査をし、形の違いはないかなど検査をされていました。 

実際にはっぴわーくで組み立てた製品は、全数検査をして不良が入って

ないか検査が入ります。実際に検査をしてくださっている方から「問題な

くしっかりできています」と聞くことができ自信になりました。 

その後、組み立てた製品は家電などのケーブルやコードに取り付けられ

使われているそうです。 

他にも仕事へ取り組む姿勢やはっぴわーくに対する思いなどたくさん

のお話を聞かせていただきました。 

 

 

という心構えで仕事をしていると聞き、はっぴわーくも現状に満足せずよ

り良い製品を作って自分たちの仕事に自信を持っていこうという気持ち

になりました。 

 

 

品質管理課山崎さんにインタビュー 

 

数トンの圧力をかける機械 

「現状維持は後ずさりと同じ、今以上を意識し仕事をする」 

 



NPO法人 たま・あさお精神保健福祉をすすめる会  

地域活動支援センター 紙ひこうき 

〒214-0014 多摩区登戸 2341-1 
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紙ひこうき  

 

日頃より紙ひこうきの活動にご協力いただきまして誠にありがとう 

ございます。今号では「病気で悩んでいること」をテーマにした紙ひ 

こうき川柳や外出レクで出かけた猫カフェの様子と kamistagramの 

第 2弾をご紹介します。紙ひこうき川柳ではそれぞれの気持ちを思い 

思いに表現してありますので、少しでも皆さんを知るきっかけになっ 

ていただければ幸いです。 

 

紙ひこうきとは… 

 精神障がいのある方の地域生活を支援する、

地域活動支援センターです。自分のペースで来

られる憩いの場、自分たちで創り上げる自分ら

しさの場として活動しています。 
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 紙ひこうきに通って 3 年くらいたちます。紙ひこうきは精神疾患の人

しかいないので、人の名前をすぐ忘れてしまう私のことも皆さんが「薬

の副作用」「又忘れたらきいてね」とやさしく理解してくれるのでいごこ

ちがいいし安心します。私はお部屋をかわいくするのが大好きで、ソー

イング、ビーズ、DIY など物作り全般するので写真にのってるシャンデ

リアは 100 円ショップの物で作りました。チェストの上のものもそうで

す。モスキートネットも 350 円で買ったのをリメイクしました。小物た

ちも定価で買いません。セール品や骨董市、メルカリ、ヤフオクなどで

揃えました。あとはもうちょっと元気になって、お部屋のかたづけをし

たいです。 

かよりん いいね！432件 

kamistagram 

実行委員より 

ネコ Cafe 
in武蔵溝の口 

紙ひこうきで大人気の外出レクです！いつも同じ保護ネコカフェにおじゃまし

ています。ネコちゃんとのふれあいの様子をお届けします。 

はじめはネコたちが近寄って

きてくれなかったけど、徐々に

近づいてきてくれて、なでさ

せてくれて癒された。肉球も

かわいかった。（あっくん） 

膝に飛びついてきて何を

するかと思ったら甘噛み

されちゃいました（笑）か

わいかった！（衣澄） 

ネコがまるっきり私になつ

かない！（ムネキックス♪） 

ネコちゃんを始めて触ったけ

ど、おとなしくてとってもかわ

いかったです。（あらし） 

たまに動物と触れ合う

とやっぱり心が癒されま

す。（やっぱり犬が好き） 

今回は川柳の応募がたくさんあり、選ぶのが大変でした。背景のデザインを決める

のも良く考えました。ネコカフェも kamistagram もいい出来になっていると思いま

す。（ジュール 432） 



●メンバーの声● 

 猫ちゃんはとても地道で細かい作業ですが、 

それだけに、できあがるととても嬉しくなります。

「犬に見える」と言われてしまう時があり(笑)、 

耳の角度を調整しています。 

是非、一度お手に取ってみて下さいね。 

【 】 

少ない数のビーズから上手に 

色やデザインを考えてくれています☆彡 

どれも一点ものです！！ 

多摩区では猫柄の製品が人気です。

何匹か一緒にいるととても可愛い  

ネックレス・猫ちゃんは 

きたのばが参加する 

バザーではもちろん、 

事業所でも販売しています♪ 

在庫についてはお気軽に 

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

きたのばでは手芸品を作っています。前回紹介から 1 年半経ち、 

新しい製品が増えたのでまた製品紹介をしていきます♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●メンバーの声● 

 いろんな形・色のビーズや石をテグスにひたすら 

通してネックレスを作っています。石の組み合わせや 

色の組み合わせを考えるのがとても楽しいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハーブカフェらららではお客様に楽しんでいただけるよう 
様々なイベントを企画しています♪ 

 

就労継続支援 B 型事業所 

があでん・ららら 

 

 

ハーブカフェららら 
営業日：毎週木曜・金曜 営業時間：11：00～16：00(ラストオーダー15：30) 
インスタグラムで最新情報をお知らせしています  @herbcafe_lalala 

早野ウォークラリー 
農業振興センター主催のウォークラリーが 
開催されゴール地点となるハーブカフェ 
らららには 32名の参加者の皆様が 

お越しくださいました 
早野産のらぼう菜が入った自家製 
キッシュとららら産レモングラスが入った 

ハーブティーを提供しました 
 

 はじめての太極拳 
ご好評につき第 3弾まで 

開催されています 
初心者の方でも 
気軽に参加できる 

プログラムとなっています 
日頃の運動不足の 
解消にもなりますよ 

 

寄席カフェ 
明治大学落語研究会の 

皆様をお招きしての公演会でした 
和泉家和歌蔵(わかぞう)さん 
中野家糖王(とーきんぐ)さん 
和泉家雀浮(じゃんぷ)さん 
本当にありがとうございました 
また是非お願いします♪ 

【ここで一句】 
落研の 曲輪話(くるわばなし)や 

日のうらら 
お客様より一句いただきました 

和泉家 
和歌蔵さん 

中野家 
糖王さん 

和泉家 
雀浮さん 

 

 

 

 

 

＜ホーム地域ネットワーク会議報告＞ 

SKY は、平成 8 年にあんじょうやりや、16 年にふらっと、17 年にみかんハウス、18 年にすみれ、20 年にきらくや、

22 年にカンタービレのグループホームを開設しました。当時長い入院生活を経てグループホームに入居された

50代～60代の方々が現在、高齢期を迎えています。 

職員会では、入居者の高齢化について支援・課題等検討してまいりましたが、平成 30 年度に元気に過ごされて

いた高齢の入居者 2名が内科的病により亡くなられました。お二人の最後の時間の支援を振り返り、ホーム地域ネ

ットワーク会議にて２月に報告いたしました。 

今回は、多摩・麻生地域を拠点に活動している医療関係者・家族会・行政・福祉事業者の皆さまにお集まりいただ

き、身体医療との連携が必要不可欠な状況に変化していったこと、夜間支援体制のないグループホームの限界、

親族のいない入居者の課題、内科等の健康管理について緊急を要する病態での強固な受診拒否など、ご本人の

意思の尊重との兼ね合いにかかる課題などご報告して課題の共有を行いました。 

参加された方から「同じような課題を抱えている」「グループホームではそこまで親身に寄り添ってくれるのは

ありがたい」など今後に向けて貴重なご意見をいただきました。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SKY メンバーが作品を通し自分を表現する「みんなの広場」。 

今号も素敵な作品がたくさん集まりました！存分にお楽しみください★ 

「あざみ野紀行」 

 

路線バス（小田急）の小紀行です。 

 私は、多摩区役所前から「向 11 系統」に乗

り、45～47 分、バスの旅を吟味しています。 

 電車ですと、スピードが速いので、景色がす

ぐ変わってしまうけど、バスは、信号で停車し

たり、バス停での乗り降りする乗客、景色が、

ゆったりと、じっくり眺められます。 

 聖マリ病院を通り過ぎて、蔵敷（ぞうしき） 

と清水台の途中、右側を眺めると、宮前区の子

供達が描いた壁画が夢をかきたててくれます。

右に、川崎北部市場を見ながら、横浜の青葉区

に入ります。あざみ野に到着。「つけめん

TETSU」には、ちょっと人が並んでます。ブ

ックオフ、キャンドゥ、ダイコク、東急ストア

など、あざみ野は、気軽に行けて楽しい横浜で

す。 

       平成最後の春 ミルク亭
てい

茶々 

 

 

 

詩人 

夢常甚足 

 

私は何のために生きたら生きたらいいのでしょうか 

いろいろ考えてもわかりません 

もう７１歳になろうとしています 

出来ることなら人をよろこばせる道を歩きたいのです 

でも短気な私にはとうてい無理でしょう 

自分のためだけに生きることはできません 

どうしたらいいでしょうか 

誰か教えて下さい お願いします 

 

私は何のために生きたらよいのだろう 

詩を書く詩人になりたいと 思う時もある 

才能のない私にとってとうてい無理な話だと思います 

でも何か人をよろこばせる人間になりたいと想う時が

あります 

 

昨日の夜夢を見ました 

詩人となっている夢  

私の詩を読んでよろこんでいる人を 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ゆりあす 井上幸男 「おやじの後ろ姿」 

遠い昔の話だけど 瞳を閉じてみると 

若すぎた頃の風景が この胸に浮かんでくるよ 

わがままを押し通しては 面倒ばかり起こしていた 

勝手な理屈を並べて 眉をひそめた おやじ 

時には雨に打たれて 時には風に吹かれながら 

それでも いそいそと ひとり野に立つ 

嬉しいことは 労がむくわれる 実りの秋だね 

のんびり屋がお似合いさ 照れ屋でもいてくれ 

 

何ひとつ 与えてくれたものは 無かったようだけど 

教えられた事が きっと たくさんあったはず 

人が何かをやり抜く事の美しさ 例えしがない暮らしでも 

そんな頑固なおやじの 後ろ姿を見て来た俺 

 

生きてゆくのが不器用だけど 胸に両手をあてると 

少年の心が輝く いつまでも この中にある 

何処かで遊び放けては 勉強嫌いになっていた 

言いたいことも言わずに 好きにさせてた おやじ 

汗水流した一日 みんなが寝静まる時間 

けれども もくもくと 夜なべをしてた 

無欲なほどに 我が道を それで幸せだね 

付き合うことが苦手で 仕事が道楽で 

 

何ひとつ 与えてくれたものは 無かったようだけど 

教えられた事が きっと たくさんあったはず 

人が何かをつら抜く事の人生 夢の咲かない暮らしでも 

そんな地道なおやじの 後ろ姿を見て来た俺 

 

「

 

い。 



   
FROM: きたのば 長屋さん 

SKYtter    SKY 職員のつぶやき～  

FROM:  きたのば 長屋さん  

 

 

 

 

 

 

 

 

■委員会報告 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  広報委員会より 

ＳＫＹホームページにＳＫＹ通信のバックナンバーが掲載されています。そのほか、法人内での各事業所の  

イベント情報や活動について「新着お知らせ」にアップしています。 

ぜひＳＫＹホームページ http://www.sky1995.com/ に遊びに来てください！ 

■新職員紹介と異動報告 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  ゆりあす 小暮 勝さん  

   ゆりあすに利用者としてお世話になり早１０年、最近３年位は、ピア活動をやらせて頂きました。 

今年度から常勤のピアスタッフとしてピア活動を広げ、新しいピアの道筋を作っていけたらと思って 

います。ＳＫＹの各事業所の皆様、何卒よろしくお願い致します。 

  があでん・ららら 青野 眞美子さん 4月 1日から「があでん・ららら」「ふらっと」と兼務になりました 

  きたのば 今井 歩美さん 4月 1日から「ふらっと」へ異動しました 

  紙ひこうき 金森 孝之さん 4 月 1日から「があでん・ららら」へ異動しました 

  があでん・ららら 栗山 優子さん 4月 1日から「さくらスタジオ」へ異動しました 

  ゆりあす 篠原 宏江さん 4月 1日から「紙ひこうき」へ異動しました 

■編集後記                                           

 令和になり、初の SKY通信！新たな時代にわくわくしながら編集しました。沢山の方のもとに届きますように（呉） 

SKYtter  ～SKY 職員のつぶやき～ vol.12 

紙ひこうき 呉屋さん 

【声と言葉で、人の「幸せな瞬間」を思い起こさせ、聴いて    

くれた人の笑顔と勇気を湧き起こす。】私がボランティア活動で

知り合ったシンガーソングライター/ヤマカワタカヒロのキャッ

チコピーは【the Happy Reminder】 

彼は聴いてくれた人の心に「幸せな瞬間」を呼び起こす歌   

をうたう。幸せを作ってあげることはできないけれど、その人

自身が持っている幸せの欠片に呼びかける。【日々、もがいて

がんばっている人を、応援したい。】Sing and Live. 歌い、そし

て、生きる。 

その彼のライブに私もバックバンド出演させてもらうことが

ある。私も高校時代から音楽に触れてきた。働き始めてからベ

ースに時間を割くことが少なくなったけれど、今でも音楽を続

けられていることはとても有り難い。ベースを弾いている時間 

が‘自分の時間’でもあり、日々の生活にハリと活力をもたらしてくれる。どんなに忙しくても自分を取り戻す時

間は必要だから、心を取り戻すためにベースを弾く。気持ちが穏やかだと音楽が楽しくて心が弾む。悲しいこ

とがあると、音楽をかき鳴らす。 

夢に向かって着実に前に進んでいる彼の横でベースが弾けることはとても嬉しい。私自身も頑張ることが

できる。素敵な仲間達にも囲まれて、彼らと過ごす時間がとても大切で私の生活には必要なひと時だ。 
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